
【１２月１７日】 

岐阜県優秀校の受賞式が行われました 

この日の午後３時より、岐阜市岐阜新聞社

本社において、令和３年度岐阜県優秀校の授

賞式が行われました。今年度は小学校２校、中

学校２校が受賞しました。 

北中からは、市川生徒会長と安藤校長が代

表で出席し、岐阜新聞社代表取締役社長の矢

島氏より賞状と記念トロフィー、そして副賞を受

け取りました。 

統合して３年目。まだまだ歴史の浅い北

中がなぜ受賞できたのか……それは生徒

の主体性が評価されたからです。 

統合初年度は、地域のボランティア依頼

に応え、延べ約４００名の生徒が地域で活

動しました。地域に協力するということが初

年度の地域貢献の形でした。 

しかし、コロナ感染症が世間を騒がせた

次年度は、地域からのボランティア依頼が

影を潜めました。そこで北中生が考えたの

が、夏に大雨で倒壊した大杉の再生支援

でした。この時初めて、学校から地域に寄

り添う形の地域貢献の形が生まれました。 

 そして、今年度。校区の全ての地区に花

を贈る新しい形の地位貢献が生まれまし

た。小さな花でしたが、そこに

込められた北中生の気もちは

大きく、そして、温かいものでし

た。 

自分たちで課題を見つけ、

自分たちで取り組みを考え自

分たちで実践した主体性が高

く評価されました。 



 

 

 


